
令和３年度 第２学期始業式
第２学期がスタートしました。今回の始業式もオンライン配信となりました。

以下に，校長式辞と生徒の抱負を掲載します。

第2学期始業式 式辞
校長 遠山 勝治

＜前略＞
自分の中の「常識」と，周りの人たちの「常識」は「同じ」だと思いますか，

それとも「違う」と思いますか。答えは，「同じ部分」と「違う部分」があるで
す。「常識」は，学校で学んだことや，親から学んだこと，自分の「経験」から
得たものなどを，その人がまとめてもっているものです。それが，その人の「も
のの見方・考え方」にも繋がっています。このように自分の常識と相手の常識
には，「同じ部分」と「違う部分」があるため，「お前は常識がない」，「あなた
こそ常識がない」というように，「常識」と「常識」がぶつかると，議論は前に
進まなくなります。しかし，「常識」の中の「違い」に目を向け，自分の「常識」
よりも，相手の「常識」の方が優れていると気づき，それを受け入れる「謙虚
さ」があれば，その人の「常識」の質が高まり，大きな成長を遂げることがで
きます。これは自分の「ものの見方・考え方」にも同じことが言えます。
この２学期の始業式では，自分の「輝き」をより輝かせたり，「エンジン」を

強くしたりするためのヒントとして「対話」と「読書」についてお話しします。
まず一つ目の「対話」は，自分の「経験してきた世界」と相手の「経験して

きた世界」との交流です。対話を通して，自分の「常識」や「ものの見方・考
え方」を確認したり，相手の「常識」や「ものの見方・考え方」との「違い」
から多くのことを「学ぶこと」が可能となります。本校の授業の中に「学び合
い」が取り入れられているのもそのためです。＜中略＞
次に二つ目の「読書」についてですが，「読書」は書かれた文字を通しての「対

話」です。「読書」の利点は，自分で「対話」の相手を自由に選べることにあり
ます。過去に遡り，遠い昔に活躍していた人や，今日世界的に活躍していて会
えるはずのない人にも，一冊の本を通して出会うことができ，「対話」すること
ができます。また，今皆さんは，学習や友人関係など，さまざまな「悩み」や
「不安」を抱えていると思います。しかし，実は，そのほとんどは遠い昔にも
皆さんと同じ「悩み」や「不安」を抱えていた人たちがたくさんいて，その解
決の方法についても，もうすでに考え尽くされています。ですから，自分一人
で「悩み」や「不安」を抱え，出口のないトンネルの中で「ああでもない，こ
うでもない」と不毛な時間を過ごす前に，一冊の本を手に取る方が手っ取り早
いということがほとんどです。例えば，努力しても成績が伸びないと悩んでい
る人には，メンタリストダイゴの「超効率勉強法」，友人関係で悩んでいる人に
は，菅野仁先生が書いた「友だち幻想」，ストレスで苦しい，辛いという人には，
伊藤絵美先生の「セルフケアの道具箱」がお勧めです。すべて本校の図書室に
置いてありますので，ぜひ読んでみてください。
また，私たちは自分自身の「体験世界」の中を生きていますが，「読書」は，

自分以外の人の「体験世界」も「追体験」として「経験」できます。自分以外
の誰かの「体験世界」を「追体験」することによって，「あの人と自分は，ずい
ぶん感じ方が違うんだな」，「こんなふうに感じる人もいるんだな」など，人に
よって「感受性」が大きく異なることにも気づくことができます。読書で自分
の「感受性」を磨いていくと，人間の「多様性」や「共通性」を味わいながら，
自分を大きく成長させることが可能となります。＜後略＞

《校 是》 ＜誇り＞ ＜希望＞ ＜理想＞

《学校教育目標》 自ら学び， 心豊でたくましく生きる生徒の育成
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２学期の抱負

１年３組 菊地 藍さん
私たち１年生は入学して半年が経ちました。入

学したばかりの頃より中学校生活にも慣れ，一小，
二小関係なく友達との仲を深めることができてい
ると思います。
今日から２学期が始まります。１学期の私たち

は学習面，部活動面ともにテストや大会，コンク
ールなどそれぞれの目標に向かって頑張ることが
できました。部活動ではレギュラーとして大会に
出場した人もおり，みんなで気合いを入れて頑張
っています。
しかし，改善していかなければならないところ

もあります。学習面では，毎日の授業と自主学習
についてです。授業の最初は集中して受けることができていますが，だんだん
と友達と話をしてしまっている人もいます。授業と休み時間のけじめが付けら
れる学年になるために，全員で改善していきたいです。また，自主学習は７割
くらいの人が毎日取り組めていますが，中には連続して忘れてしまう人もいま
す。係や学級委員が中心となって，自主学習の提出を呼び掛けていくことが２
学期の課題です。
生活面ではコロナ禍での学校生活で手洗いや換気，消毒など柔軟に対応して

いると思います。しかし，学校生活に慣れて仲のよい友達とつい密になってし
まうことがあるので気を付けていきましょう。また，２学期は１学期にできな
かったチャイム着席や掃除から帰りの会までの時間を短縮することを目標にし
ていきたいです。これらは一人一人が時間や周りを見て行動することで学校生
活は大きく変わると思います。学級委員だけでなく，１学年みんなで協力して
さらによい学年にしていきましょう。

２年４組 鈴木 彩音さん
２年生がスタートして新型コロナウイルスの影

響により，これまで２回の休校がありましたが，
今日こうして２学期初日を迎えることができてほ
っとしています。
今日から２年生の後半がスタートします。これ

からの時期は３年生になるための準備期間と考え
ます。
まずは勉強です。受験までまだ時間があると思

っている人も多くいると思いますが，受験本番は
あっという間にやってきます。３年生になってか
らではなく，今から意識を高めて学習に取り組ま
なければいけないと考えます。分からない所は先
生に聞きに行って教えてもらうことも１つの方法
です。少しずつ自分の進路を意識しながら学年全
体で学習に集中していきたいです。
次に部活動です。３年生の先輩方が引退されて新しい部長も決まり，新体制

になりました。自分たちが部活動を引っ張っていく立場になって今まで３年生
の先輩がしてきた仕事などを私たち２年生がしなくてはならなくなり，率先し
て行動することの難しさを感じています。
これからは私たち新２年生が中心となり，先輩方の作り上げてきたものを受

け継いで一中を牽引するという自覚と責任をもちながら行動していきたいです。

３年３組 佐藤 琥太郎さん
今日から２学期がスタートし，卒業まであと５ヶ月となりました。１学期で

は学年委員たちでテストの予想問題の作成やポスター制作，チャイム前着席な
どを行い，最上級生として自分たちで判断して動くことができました。
２学期に学年で力を入れていきたい目標は３つあります。
１つ目は，受験に向けて全員が勉強に力を入れられる雰囲気を作って行くこ

とです。１学期では，４０点アッププロジェクトを立ち上げ，全員が定期考査
で４０点上げることを目標に定期考査の予想問題に挑戦しました。その結果，
以前よりも準備をしっかりする人たちが増えました。そのため，このプロジェ
クトを続けていき，さらに進路を意識した勉強をしていきたいと思っています。



また，８時２０分からの朝学習の時間の１０分間
を集中して学習できるようにすることで，毎日全
員で勉強に力を入れる時間を大切にしていきたい
と思います。
２つ目は，普段から入試を意識した行動ができ

るようにすることです。早い人は１月に入試を受
ける人たちが出てきます。そのため，言葉遣いや
名札をしっかりと付けるなど，身だしなみやあい
さつを当たり前にできなくてはいけないことを学
年全体で毎日意識して生活できるように学年委員
を中心に呼び掛けしていきたいと思います。
３つ目は，卒業までに残された行事を全て楽し

むことです。１０月には修学旅行，３月には卒業
式があります。感染症予防対策をしっかりとしながら，この学年のみんなと一
緒に過ごすことのできる時間を有意義なものとし，たくさんの思い出を作って
いきたいと思います。そして３月の卒業式では全員が笑顔で卒業ができるよう
に，「今」できることを全員で取り組めるような２学期にしていきたいです。

生徒会代表 ２年２組 村主 美澪さん
前期生徒会執行部では，各種委員会の運営，中

央委員会の司会や壮行式の実行，コラボ企画など
の活動をしてきました。
後期の生徒会執行部では「前期の活動」に＋α

することを目指して活動していきたいと考えてい
ます。
例えば，男子がネクタイ，女子がリボンという

制服のルールについても，一度先生方と話し合い，
男女平等や性別の差による問題にも生徒会として
取り組んでいきたいと思います。また，部活動が
終わった後，よく先生方が昇降口に溜まった砂な
どを掃除していたり，下校の呼び掛けをしている
のを見たことはありませんか。それらのことは生
徒が中心になってできることでもあります。このように自分たちの力でできる
ことを少しずつ見つけていきたいと思います。
それの発見のために意見箱やアンケートを用いて，より過ごしやすく生活し

やすい学校を，みなさんと共につくっていけるように頑張っていきます。何か
小さなことでも「ここを変えたらもっと過ごしやすいのではないか」「こうした
ら学校がよくなるのではないか」という案がありましたら，生徒会執行部まで
教えてください。
私のモットーは「みんなで変えて，みんなでつくる」です。共によりよい学

校をつくっていきましょう。

生徒会役員選挙(立会演説会･投票)

今年度の生徒会役員選挙における立会演説会と
投票を１０月４日(月 )に実施しました。
今回の役員選挙に立候補したのは，会長候補が

２名，２年生の副会長候補が１名，１年生の副会
長候補に４名の合計７名となりました。
午後に行われた立会演説会では，それぞれの候

補者は応援弁士から紹介を受けた後に，自分の考
える新生徒会の姿や活動方針を発表し，全校生徒
に投票を呼び掛けました。
各教室には演説の様子が液晶テレビに映し出さ

れていました。生徒は各学級で次期生徒会のリー
ダーを選ぶために画面を真剣に見ていました。
投票は演説会終了後すぐに各学級で行われ，即日開票の結果，生徒会長と副

会長が次のとおり決まりました。



・新生徒会長 ： ２年２組 村主 美澪 さん
・新２年副会長 ： ２年１組 丹治 奏翔 さん
・新１年副会長 ： １年２組 吉田 陽葵 さん

１０月末現在，当選した３名は生徒会担当の先生方と協議し，新たに６名の
生徒会役員を加え合計９名で新しい体制を整えています。新生徒会役員は１１
月４日 (木 )の新旧生徒会引継ぎ式で校長先生から委嘱状を渡され，本格的な活
動に入ります。

２学年 キャリアセミナー

本校ではコロナ禍以前，塩竈市内及び近隣の市
町村の事業所に３日間通い，様々な仕事を体験す
る「職場体験学習」を行っていました。
これは総合的な学習の一つとして毎年行ってい

るもので，次の様なねらいがあります。

・学校で学ぶことと社会･職業生活との関連を学び，
「今しなければならないこと」の理解を深める。
・自分が果たすべき役割や責任への認識を深める。
・困難や葛藤に直面した際に主体的に判断し課題
の解決に向けて取り組もうとする姿勢を育てる。

・自己理解を深め他者も思いやり，豊かな人間関
係を築く能力を育てる。

しかし昨年度からコロナ禍のために事業所を直
接訪問しての職場体験学習ができなくなりました。
そこで，昨年度から事業所の方々を本校にお招

きし，生徒が教室でそれぞれの仕事についてお話
を聞く「キャリアセミナー」を実施しています。
今年度は，まず１０月２０日に塩釜高校ビジネ

ス科の伊藤嘉宣先生に「職業講話」を行っていた
だき，「働くことの大切さ」や「働くことの意義」
について学び，その後，２１日と２２日には下記
の講師の先生方にそれぞれの職業について話をし
ていただきました。
生徒たちは，それぞれの希望に応じて合計４つ

の種類の講座を受講し，将来の職業選択や進路選
択について学びを深めていました。

令和３年度キャリアセミナー 職業と講師の先生方

・塩竈市水産振興課 鎌田雄大 様 ・トレーダー 海老名 功 様
・tsumiki 佐々木将太 様 ・海鮮せんべい塩竈 杉浦清高 様
・グランディ２１ 小野寺英樹 様 ・塩竈市観光交流課 青山宗市 様
・塩釜警察署 松本 努 様 ・近畿日本ツーリスト 松田涼花 様
・海上保安庁 齋藤智尋 様 ・介護老人施設十府・風の音 鈴木佐枝 様
・アトリエ陶の泉 須田聡宏 様 ・和み処 男山 佐藤 強 様
・こぐえ歯科クリニック 小久江由佳子 様 ・第一学校事務支援室 保科 徹 様


